
　国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会事務局（☎0572－25－4111）

●ASIDE　OF　ICF　MINO
オープニングでは、過去に国際陶磁器展美濃で入賞、

入選作家の作品を展示します。その後、多治見市内ギャ
ラリーにて展示、販売も行います。
過去の入賞、入選者が現在どのような活躍をしている

のかを間近で体感できる貴重な機会となっています。

●第８回専攻科陶芸展&CROSS―INTERACTION
陶芸教育機関の交流展
東海地区の専門的な陶芸教育を行っている機関の交流

展を行います。
また、今後の活躍が期待される在校生と現在活躍中の

卒業生渾身の作品を多治見市美濃焼ミュージアムにて展
示します。（9月25日～11月3日）

●可児陶芸協会　今、桃山リスペクト
可児市内には、約400年前の窯跡

（古窯跡）がいくつか残されています。
黄瀬戸、瀬戸黒、志野、織部など
が焼かれていました。これらは総称
して｢美濃桃山陶｣と呼ばれます。
こうした美濃桃山陶を愛し、探求
する人、また新たな桃山を創造する
人が集い、平成23年に可児陶芸協会が設立されました。
日々、会員それぞれに桃山を心に秘め、切磋琢磨し作
陶しています。
可児陶芸協会の17名の会員による作品展示をお楽しみ
ください。
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